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てなに？？

“みんな”が
使いやすいってコト

“みんな” って誰？？ケガをして
いても

子どもも
お年寄りも

ベビーカー
でも

身体のどこか
が不自由でも

どんなことを進めていくの？

歩道をつくったり、
歩道の段差を少なくして、歩きやすくします

目が不自由でも、歩きやすいようにします

耳が不自由でも、会話できるようにします

みんなが使いやすい駅やバス、タクシーにします

困る人をなくすために、
トイレや駐車場の使い方をお知らせします

くわしくは、日野市のユニバーサルデザインまちづくり推進計画をご覧ください‼

インクルーシブ遊具の例

ユニバーサルデザインタクシー

筆談可能な掲示・筆談ボートの設置

妊婦さんも
赤ちゃん連れも

バリアフリーとのちがいって？
今あるバリアをあとから取り払うという意味

反対に
ユニバーサルデザインは、最初からみんなが使いやすいようにつくることという意味

歩く人が優先されるように、車道に色をつけます

公園にみんなが使える遊具をつけます

トイレの機能を絵文字でわかりやすくします

バリアを取り払うのは、社会の責任です！！

ユニバーサルデザイン の “まちづくり” ってなに？

みんなが 自由に 活動・行動できように、
以下のように生活環境の改善を進めます！

【ハード】

【ソフト】 【ハート】

公共交通機関や道路、建物を
使いやすく改善すること

筆談器を置いたり、
バリアフリー情報の
仕組みを整えること

啓発や教育によって
理解を深めること


